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施肥時期と牧草の季節生産性の変動

小針久典・落合昭吾・久根崎久二・小原繁男
（岩手県畜産試験場）

成の変化について調査した。

1　ま　え　が　き

放牧地の季節別生産性の平準化を図るため，施肥方

法が牧草の季節生産性に及はす影響を知ろうとした0

2　試　験　方　法

べレニアルライグラス・シロクローバの混播草地を

供試し，施肥時期（1～12月），施肥回数（年間1回・

2回），施肥量（少肥・多肥）を組み合わせた47区

を設け，年間8～9回刈収り，時期別収量及び草種構

5　試　験　結　果

1年間生草収量（第1表）

年間生草収量を施肥時期別に比較すると，年1回全

量施肥の場合は，7月施肥区＜8月＜8月＜9月＜10

月＜5月＜4月＜11月＜12月＜5月の順に．年1

回半畳施肥の場合は，8月施肥区＜7月＜8月＜10

月＜9月＜5月＜11月幸4月＜12月＜5月の順に

多収となった。

第1蓑　時期別再生速度・年間生草収量・平均マメ科率（＝72年）

　 項 目

生 期 鞄 ．日）

時 期 別 再 生 速 度 （生 草 ） （喝レ／10 乱／ d a y ）

生 草 収 量

（晩 ∧ ）

マ メ 科 率

（喀）4 ．1 2 5 ．1 1 8 ．1 8 ．2 8 7 1 5 8 ，9 9 2 R 2 8 変 動 係数

（喀）区　 名
5 ．1 0 5 ．5 1 8 ．2 7 7 1 4 8 ．8 9 1 9 2 7 10，5 1

無　　　 肥 9 2 15 ．2 9 5 15 ．8 7 7 R d 8 ．4 4 ．1 5 6．0 1 8 5 ．1 2 5 ．7

全　　　 4 2 8 ．8 7 9 0 4 2 ．1 2 5．5 10 ．0 10 ．5 8 ．5 4 ．4 9 5 ．8 4 9 5 ．5 8 ．8

半　　　 4 2 6．0 4 8 ．5 1 8 ．8 1 0．9 10 ．2 1 2 ．8 11，2 5 ．4 7 7 9 5 4 5 ．d 25 ．5

分　　 4 ・ 1 0 占0 ．7 4 8 ．8 2 4 ．1 1 2 ．8 エ 0 1 0 ．5 1 0 ．5 8 ．4 9 0 ．2 4 6 4 ．1 8 ．1

分　　 4　 ・　 8 S d ．8 45 ．0 9 4 1 0．7 7 5 2 8 ．5 28 ．9 1 0 ．1 6 4 ．° 4 5 1．8 ヱ 9

分　　 4　 ・　 d 5 1．7 5 1．0 4 1，8 4 9 4 15．0 1 1，8 10 ．7 2 ．7 7 1．5 4 9 8 ．8 4 ．0

全　　　 5 2 ．2 5 父 5 8 2 ．4 4 2 ．2 1 R d 1 5．2 10 ．8 5 ．5 8 ス 2 4 5°．9 5 ．0

半　　　 5 2 ．2 5 ス 7 4 5 ．9 1鼠 9 1 0．8 R 8 鼠 7 5．5 9 2 ．4 5 5 1．5 1 8 ．1

分　　 5 ・ 1 1 1 2 ．9 6 0．8 5 2 ．1 2 8 ．4 1 4 ，5 鼠 0 鼠 9 2 ．0 9 1．5 4 4 5 ．9 6，8

分　　 5　 ●　　 9 1 0．4 5 8 ．2 S Z 4 18 ．4 ス 5 ス 5 1R 2 24 ．4 7 ヱ 8 4 4 R 8 2 ．6

分　　 5 ・　 7 5 ．8 5 1．0 4 2 ．2 2 1．d 5 2 ．1 1 ス 9 18 ．4 4 ．2 7 5 ．4 5 0 4 ．5 2 ．8

全　　　 ‘ 8 ．1 15 ．1 2 ス 8 d 5 ．1 5 0 ．8 2 1．5 14 ．8 8 ．7 7 8 ．9 4 2 2 ．2 5 ．8

半　　　 d 2 ．9 8 ．1 5 0．2 4 4 ．7 17こ8 12 ．0 8 ．5 5 ．7 9 1．1 2 9 1．1 1 1．7

分 ・　 8　 ． 1 2 2 0 ．9 48 ．9 4 1．1 5 2 ．9 15 ．5 11．8 鼠 2 2 ．7 7 6 ．7 4 5 7 8 4 ．5

分　　 占　 ・ 1 0 5 4 ．5 2 1．0 5 4 ．7 5 0 ．8 14 ．4 1 1．5 10 ，0 1 0．4 6 4 ．5 4 4 8 ．8 2 ．1

分　　 d ・　 8 9 2 15 ．4 2 鼠 8 4 8 ．5 14 ．5 5 8 ．5 2 0 ．5 11．1 5 9 1 4 S d ．9 5 ．5

全　　　 7 1 5 ．8 1 占．2 5 ．5 9 9 4 1．2 5 6．4 2 8．0 1 4 ．8 8 2 ．7 4 15 ．2 5 ．2

半　　　 7 5 ．5 7 5 占．0 1 0，5 4 5 ．0 2 4 ．5 15 ．7 5 ．7 9 4 ．9 2 9 0．2 15 ，6

分　　 7　 ・　 1 1 2 ．占 4 8 ．5 1 ヱ 5 1 0．9 4 8 ．6 2 5 ．7 15 ．2 5．5 7 5 ．5 4 5 5 ．2 4 ．2

分　　 7　 ． 1 1 2 5．2 4 1．2 1 鼠 2 1 5，4 4 7 5 2 5．1 14 ．0 4 ．4 8 0．7 4 5 7 0 5 ．4

分　　 7　 ・　 9 1 5 ．1 1 8 ．5 エ 5 1 0．6 5 7 5 2 4 ．0 5 2 ．5 2 （～．9 5 0．0 4 4 5．5 ス 9

全　　　 8 2 7 8 2 1．2 7 7 11．9 8 ．8 5 2 ．9 5 0．8 2 1．4 5 1．2 4 15 ．1 4 ．8

半　　　　 8 エ 2 10 ．1 4 ．5 8 ．5 鼠 0 5 1．5 2 8 ．1 1 2 ．1 7 5 ．4 2 7鼠 8 1 4 ．8

分　　 8　 ・　 2 4 5 ．0 5 0 ．5 8 ．4 8．9 4 ．4 5 5 ．d 2 6 ．7 1 0．4 7 5．0 4 25 ．5 1．7

分　　 8　 ・ 1 2 5 5 ．7 4 1．0 1 2 ．8 8 ．7 5 ．7 5 5 ．d 2 7 0 R S ‘5 ．8 4 5 ♀ 7 2 ．5

分　　 8 ・ 1 0 5 ム 1 2 8 ．9 9 2 鼠 7 8 ．5 5 2 ，2 5 0 ．8 2 1．5 5 2 ．0 4 5 8 ．0 8．1

全　　　 9 5 2 ．0 2 8 ．8 1 5．5 15 ．8 6．8 1 0．0 25 ．5 5 5．4 5 0．1 4 5 1．9 4 ．9

半　　　 9 15 ．7 1 ヱ 9 5 ．5 8 ．5 7 1 鼠 8 25 ．6 2 7 5 5 R D 5 0 5．7 1 5 ．9

分　　 9 ．　 1 4 4 ．2 4 4 ．d 2 0．5 1 2 ．2 7 4 1 0．4 2 5 ．5 2 5 ．5 占1．2 4 8 8 ．9 5 ．9

分　　 9　 ・ 1 1 5 9 8 4 2 ．5　　 2 0 ．0 1 8 ．8 1 1．5 1 4 ．5 2 5 ．1 2 7 8 4 5 ．1 5 1 5．9 8 ．0
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再 生期 闇 雲 時 期 別 再 生 速 度 （生 草 ） （昭／ 10 a ／ d a y ）

生草収量 マ メ 科 率4．12 5．1 1 8．1 8．2 8 7 15 8．9 又 2 R 28 変動係数

（勿）
区　 名

5．1 0 5．5 1 8．27 7 1 4 8．8 鼠 1 鼠2 7 1 0．5 1
（在外／阜） （鳴）

全　　 1 0 4 1．2 5 8．5 2 8．7 2 4．9 14．2 1 2．5 9 d 10．5 5 8．5 4 4 5．7 7 9

半　　 1 0 5 5．9 2 5．8 R d 10．8 ス8 ♀ 5 8．6 1 0．5 d R 2 2 9 8．0 12．5

分　 1 0　 ・　 2 6 2．2 5 5．2 2 5．5 15．8 8，7 1 4．1 R 5 1 1．7 8 5．9 5 0 1．0 8．7

分 1 0 ． 1 2

全 1 1

4 8．4 5 5．5 2 8．8 2 1．8 1 5．5 1 4．2 1 1．9 1 1．5 d d．7 4 9 8．9 鼠8

2 4，7 5 6．5 4 2．7 5 5．0 1 8．d 15．8 1 1．8 8．1 8 7 4 4 8 8．8 1 6．0

半　　 1 1 18．2 4 5．8 2 5．7 1 8．1 1 1．8 1 1．0 鼠 5 4．0 7 2．5 5 4 2．7 2 0．4

分 1 1 1

全 1 2

2 4．9 6 1．5 5 8．d 5 0．4 1 7 4 15．1 1 1．0 4 ．1 7 5．2 4 7 4．0 9 2

5 1．8 8 2．5 45 ．5 5 5．8 15．2 1 2．8 1 4．2 4．d 7 0．6 5 2 8 ．2 1ス8

半　　 1 2 2 7 0 5 1．5 2 4．4 1 7 2 1 2．5 12．8 1 2．0 8．4 d R 8 5 9 8．2 2 8．5

分　 1 2 ・　 4 5 5．1 7 5．0 5 8 ．4 2 9 4 1 2．8 8．8 9 7 5．2 8 8．0 4 9 2．2 9 2

分 1 2 ・ 2

分・ 1 ・ 5

5 7 1 7 0．7 4 0．1 2 Z d 15．8 1 5．8 1 0．4 4．2 8 0．4 5 1R 4 15．5

2ス2 7 0．6 5 4．5 5 0．d 15，4 11．4 1 1．2 4．4 8 2．7

6 5．2

5 5 5．5

5 5 5．2

15．2

18．2
分　　 2 ・　 d 5 4 ．7 4鼠 5 4 0．8 5 4．5 1 7 8 1 5．0 1 0．4 8．1

分　　 2 ．　 4 5 8．8 8 2．7 S R 1 2 1．d 1 2．5 1 1．9 1 1．4 4．0 9 2．8 5 5 1．0

5 5 R D

12 ．8

2 2．8
全　　　 5 5 5．5 7°．8 4 4．5 2 R 5 1 4．2 15．6 12．5 5．9 7 鼠 5

半　　　 5 5 2．5 4 9 0 2 0．9 1ス 5 1 2．5 15．■0 1 1，8 8．5 d 8．0 5 9 8．2 5ロ．5

分　　 5　 ・　 5 5 0．6 8 1．1 4 1．0 2 5．0 R 8 9 5 鼠 5 5．9 9 8．8 4 9 5．5 8．0

2　マメ科率（第1蓑）

一般的傾向として，半量区に比べ全量施肥区が低い

値を示し，また，施肥時期別では，夏期施肥区が他の

施肥時期の場合より低い億を示した。

5　季節生産性の変動性（弟1・2表）

収量の季節生産分布の変功程度を，時期別再生速度

の変動係数で比較すると，季節分布のふれ具合の小さ

い施肥法は．9月・11月分施区が境も小さく，次い

7・9月分施区≠全量9月施肥区＜全量8月施肥区＜

8月・10月分施区＜全量10月施肥区く半量9月施肥

第2表　年間生草収量と季節生産性の変動　（1972年）

収 量　 変 功 係 数

（仰／ a ） 勿
5 5 ～ 4 5 ～ 5 0 ～ 5 5 ～ d O 一■・〉8 5 へノ7 0 一■－7 5 ～ 8 0 ～ 8 5 へ一9 0 ・・－9 5 ～ 1 0 0

～　 2 5 0 無 肥

～　 5 0 0
半 1 0 半　 8 半 d

半 7

～　 5 5 0 半　 9 半 4

半 1 1

半　 5

～　 4 0 0 半 1 2

半 5

全　 4

一｝　 4 5 0

分 7 ・9

全 8

全 9

分 占・8

全 1 9

分 4 ・8

分 6 ．10

全 7

分 8 ・12 分 8 ・2 分 5 ・9

全 8

分 7 ・1

分・5 ・11

l

～　 5 0 0
分 8 ・10 分 7 ・1 1

分9 ・ 1

分 10 ・12

全 1 1

分 4 ・8

分 1 1・1

分 占・12 全 5

分 12 ・4

分 4 ・10 分 5 ・5

一一　 5 5 0
分 9 ・11 分 2 ・る 分 5 ・7

全 1 2

分 1 2 ・2

分 1 ・5

分 10 ・2 分 2 ・4

、・ d O O
全 5
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区幸8月・8月分施区などであった0反動季節分布

のふれ具合の大きい区は，5月・5月分施区＞全量4

月施肥区＞半量7月区＞2月・4月分施区＞半量5月

区＞5月・11月分施区＞半量8月区＞4月・10月分

施区などであった0

なガ，少肥区に比べ多肥区の場合の方が，季節生産

性の変動が小さくなる焼向がみられる。

4　施肥による増収効果（第5表）

分施及び増肥による時期別増収効果をみると，1月

から8月までの間の施肥は，年内施肥による増収効果

は消滅し，7月以踵12月までの追肥は翌年まで肥効

が持続していると推察された。

第5表　半量施肥に対する分施および全遺施肥による増収量　　　　　　　　　　　　　　　　（吻／乙）

　 草

施 肥 月 ●日

1 2 5 4 5 d 7 8
合　 計

5 ● 1 D 5 ・5 1 8 ・2 7 7 ・1 4 8 ・8 9 ・1
9 ．2 7 1

1 0 ・5 1

1 月 4 2 ．8 5 8 ．5 5 5 ．5 1 0．7 1 2 ．5 1．0 2 ．d － ム 7 1 5 8 ．8

2　 月 7 1．7 4 8 ．5 5 0．2 Z d － 1．9 8 ．0 － 2 ．0 － 5 ．0 1 5 8．9

5　 月 4 5 ．8 8 8 ．1 2 5．2 鼠 5 － 1．2 － 0 ．5 － 1．5 － 0 ．5 1 4 5．5

4　 月 5 5 ．5 8 4 ．5 5 8 ．0 1 2 ．2 0 ．1 － 1．5 1．9 － 4 ．4 1 5 4 ．5

5　 月 － 5 ．8 5 5 ．8 7 0 ．9 2 0 ．2 ス 9 － 5 ．5 － 2 ．4 － 4 ．7 1 5 （～．4

8　 月 5 ．2 2 ．5 4 8 ．5 5 8 ．1 1 占，9 ス 4 － 1．8 2 ．2 1 5 1．1

7　 月 1 5 ．5 8 ，4 － 5 ．9 1．2 8 4 ．6 2 7 8 1 9 9 8 ．4 1 5 7 8

8　 月 2 7 0 5 ．2 － 1．0 － 1．4 － 7 1 4 2 ．d 5 5 ．1 2 4 ．1 1 2 2 ．4

9　 月 4 1．8 1 8 ．4 － 5．2 5 ．0 一 三 5 0．4 2 8 ．4 6 1．2 1 4 2 ．8

1 0　 月 7 2 ．9 2 4 ．5 2 4 ．1 1 0 ．1 － 0．4 0．5 2 ．9 1 8 ．5 1 5 1．0

1 1 月 4 4 ．5 5 1．0 5 1．7 1 8．5 1 5．5 0 ．4 1．2 － 1．9 1 5 （～．2

1 2　 月 4 1．1 5 （～．5 4 2 ．7 1 9 5 l　 2 ・4 1．9 1．9 － 4 ．5 1 8 1．8

地において，季節生産性の平衡を保つための施肥とし

4　ま　と　め　　　　　　　　ては，7月から10月初めの間の時期に重点を置いた

本試験の結果から，ペレニアルライグラス主体の草　　施肥が効果的であることが認められた。

不耕起草地における肥料四要素の施用量とその肥効

佐　藤　公　一

（秋田県畜産武威場）

1　日　　　　　　的

不耕起草地の造成は，ここ数年来各地で行われ，そ

の工法については，ほぼ体系化されたものと思われる。

しかしながら不耕起草地が主として億斜地に造成さ

れ，放牧を主として利用されるという特殊な条件を持

つために，必然的に造成及び維持管理費用の低コスト

化が要求される。

本試鹸においてはこのような観点から，肥料貨の低

減を意図して，施肥量の疲少限界を把握するため肥料

四要素の施用量とその肥効について検討することとし

た。

2　試　験　方　法

1　試戎年次　1989年～1972年

2　試験区の設定

試験区の構成は第1表のとおりとし，試験地を秋田

県畜産試験場（仙北郡神岡町神宮寺）の湯ノ台放牧地

と県営掬森牧場（仙北都田沢湖町湯ノ森国有林）の2

カ所に設置した。

1区面積は9が（5×5m）5区制とし乱塊法で実施

した。

耕種方法は第2泰のとおワであった。


